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10月１日現在

人 の う ご き

　９月27日、指宿温泉祭で姉妹都市盟約20周年を記
念して千歳市のＹＯＳＡＫＯＩソーランチーム「炎
～ＨＯＭＵＲＡ～」が、指宿駅前の路上で演舞を披
露しました。駅前には演舞を一目見ようと、多くの
市民が集結。艶やかな衣装で躍動感あふれる演舞に、
多くの市民が歓声をあげ、拍手を送りました。

20 周年で市民と文化交流指宿駅前でＹＯＳＡＫＯＩの演舞

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　42,722 人　 （－  26）
　男　　19,525 人　 （－  ２）
　女　　23,197 人　 （－  24）
世帯数　19,138 戸　 （＋  ３）

　 水道工事当番店

指宿地域
11月１日、２日 ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）
　　３日～９日 中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　10日～16日 ㈱岩野建設　 ☎㉓3302
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉔3538）
　　17日～23日 中村設備　　 ☎㉒3013
　　24日～30日 ㈲山王水道工事店☎㉔3557
12月１日～７日 ㈲和田水道　 ☎㉒4522

山川地域
11月  ㈱市山組　　 ☎359321
12月  ㈲東水道工務店☎352447

開聞地域 
11月  ㈱丸新建設　 ☎322227
12月  ㈲中村組　　 ☎322228

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まりなどは、なじみの工事店にお願いしてく
ださい。また、宅地内の漏水についてもできる
だけ設置業者へ修理依頼をお願いします。

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

税の種類 期　　別
市 県 民 税 ３期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

５期

口 座 振 替 日 11月25日（火）
納付書での納期限 12月１日（月）

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
11月２日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉒2231
☎㉔2011

11月３日
（月）

【外科】今林整形外科病院
【内科】福元医院（※）

☎㉒2710
☎㉒3053

11月９日
（日）

【外科】木之下クリニック
【内科】指宿さがら病院

☎㉓3940
☎㉒3079

11月16日
（日）

【外科】池田診療所
【内科】外村クリニック（※）

☎㉖2101
☎㉔3770

11月23日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】宮薗病院（※）

☎㉗1177
☎322001

11月24日
（月）

【外科】生駒外科医院
【内科】指宿温泉病院

☎㉒3059
☎㉕3653

11月30日
（日）

【外科】今林整形外科病院
【内科】橋口医院

☎㉒2710
☎350022

12月７日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】いぶすき内科

☎㉒2231
☎㉓3239

項目 薬局名 電話番号月日
11月２日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

11月３日
（月） ハート薬局 ☎㉓2377

11月９日
（日） イブスキ薬局 ☎㉔4516

11月16日
（日） ゆのさと薬局 ☎㉒6771

11月23日
（日）

なのはな薬局
かいもん・トミタ薬局

☎㉔1111
☎325234

11月24日
（月）

チェリー薬剤薬局
ヨシ薬局

☎㉔3705
☎㉕3678

11月30日
（日） しのはら薬局 ☎352757

12月７日
（日）

指宿薬剤師会薬局
そうごう薬局指宿店

☎㉒6343
☎㉒1021

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。
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市
内
の
至
る
所
か
ら
湧
き
出
る
豊
富
な
温
泉
の
恵
み
に
感
謝

す
る
指
宿
温
泉
祭
が
、
９
月
27
日
と
28
日
に
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
指
宿
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
湯ゆ
の
ご
ん
げ
ん

権
現
神
社
で
祭
事
が
行
わ
れ
た
後
、
猿
さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

田
彦
命
の
先
導
に

よ
る
神み
こ
し輿
渡
御
が
、
篠し
の

笛
や
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
市
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
ハ
ン
ヤ
踊
り
に
は
44
団
体
、
約
１
６
０

０
人
が
参
加
し
、
思
い
思
い
に
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
メ
ー
ン
会
場
で
は
、
姉
妹
・
友
好
都
市
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
千
歳
市
か
ら
は
姉
妹
都
市
盟
約
20
周
年
を
記

念
し
て
来
指
し
た
千
歳
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
チ
ー
ム
の

演
舞
が
披
露
さ
れ
、
圧
倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
の
最
後
に
は
指
宿
港
で
花
火
大
会

が
行
わ
れ
、
約
５
０
０
０
発
の
パ
ノ
ラ
マ
花
火
が
夜
空
を
彩
り

ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
中
学
・
高
校
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ダ
ン

ス
、
指
宿
湯
豊
太
鼓
、
川
嶋
あ
い
さ
ん
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

な
ど
が
行
わ
れ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

左から田中絵梨佳さん、諸留由美子さん、
田原知奈さん　  　　　　　　　　　　　

オリジナルの踊りで盛り上げる 沿道の観客もハンヤを楽しむ

市民歌大作戦エンディングの撮影

温泉歴史講話に多くの人が出席
練り歩く神輿渡御

会場にお囃
は や し

子の音が鳴り響く

水を掛け、いよいよクライマックス

華やかに神輿が踊る美しくそろったハンヤを披露川嶋あいさんのスペシャルライブ

市民でにぎわう会場

多くの露店が並ぶ

姉妹・友好都市歓迎セレモニー

迫力のある指宿湯豊太鼓

祭祭祭祭祭祭指宿温泉
第67回
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Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
、「
親
密
な
関

係
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
」の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ

の
加
害
者
は
、「
暴
力
」
と
い
う
手

段
や
方
法
を
意
図
的
に
選
択
し
て
、

自
分
の
思
い
通
り
に
「
支
配
」
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、

被
害
者
や
そ
の
家
族
に
も
大
き
く

影
響
す
る
問
題
で
あ
り
、
犯
罪
行

為
を
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
、
身
体
的
暴

力
や
精
神
的
暴
力
を
受
け
る
こ
と

で
、
集
中
力
や
思
考
力
な
ど
が
減

退
し
、
人
間
関
係
で
問
題
が
生
じ

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
の
あ
る
環
境
の
中

で
育
っ
た
子
ど
も
は
、
情
緒
不
安

定
に
な
り
成
長
後
も
対
人
関
係
を

　

Ｄ
Ｖ
の
一
番
の
誤
解
は
、
夫
婦

喧け
ん
か嘩
が
ひ
ど
く
な
っ
た
も
の
と
思

い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
す
。
Ｄ

Ｖ
を
分
か
り
や
す
く
い
う
と
、
相

手
を
支
配
し
た
い
と
思
う
こ
と
。

　

加
害
者
は
、
怒
り
た
い
と
き
に

言
い
掛
か
り
を
付
け
て
怒
鳴
る
た

め
、
被
害
者
は
精
神
的
に
追
い
込

ま
れ
て
い
き
ま
す
。
被
害
者
も
自

分
に
非
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
し

ま
い
、
気
付
い
た
時
に
は
身
動
き

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
男
性
は

女
性
と
対
等
に
話
を
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。
男
性
が
優
位
な
立
場
に
い

る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
役
割
意
識
の
高
い
人
ほ

ど
、
女
性
が
意
見
を
言
っ
た
だ
け

う
ま
く
築
け
な
か
っ
た
り
、
Ｄ
Ｖ

の
加
害
者
に
な
っ
た
り
す
る
可
能

性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
の
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
女
性

か
ら
の
相
談
件
数
は
表
の
と
お
り

で
す
。
近
年
、
市
内
で
も
相
談
が

増
え
て
き
て
お
り
、
私
た
ち
の
身

近
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
市
や
指
宿
警
察
署
に
、
８
月

末
現
在
で
27
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
昨
年
を
上
回
る
よ
う

な
状
況
で
す
。

で
口
答
え
を
し
た
と
捉
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
、
身
近
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
救
う
手
段
と
し

て
、
ま
ず
は
Ｄ
Ｖ
を
「
知
る
こ
と
」

が
重
要
で
す
。
当
事
者
同
士
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
が
「
こ
れ
っ
て
Ｄ

Ｖ
じ
ゃ
な
い
か
な
？
」
と
い
う
考

え
方
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
夫
婦
間
の
相
談
を
受
け
た

時
、「
そ
れ
ぐ
ら
い
我
慢
し
な
さ
い

よ
」「
な
ん
と
か
な
る
ん
だ
が
」
と
、

良
か
れ
と
い
う
一
方
的
な
発
言
よ

り
も
、
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
と
に
か
く
周
り
の

人
た
ち
が
、
Ｄ
Ｖ
の
こ
と
を
少
し

で
も
知
っ
て
い
れ
ば
、
被
害
者
の

力
に
な
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
理
想
の
妻
と
母
親
に

な
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
込
み

と
、
努
力
し
て
も
な
れ
な
い
自
分

の
隔
た
り
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
で
、
子
育
て
や
社
会
に

対
し
て
「
生
き
に
く
さ
」
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

に
男
女
共
同
参
画
の
概
念
に
触
れ

た
こ
と
で
、
子
育
て
の
考
え
方
や

　

被
害
者
は
、
暴
力
を
繰
り
返
し

振
る
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
状
況
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
被
害
者
の
「
逃
げ
な
い
」

「
逃
げ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
背
景

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
周
囲
は
「
ど
う
し

て
逃
げ
な
い
の
か
」
と
責
め
る
の

で
は
な
く
、
簡
単
に
逃
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
被
害
者
の
心
理
や
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
理
解

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
で
悩
ん
で
い
る
人
か
ら
相

談
を
受
け
た
時
、「
加
害
者
に
も
言

い
分
が
…
」「
殴
ら
れ
る
方
に
も
非

が
…
」
と
い
う
言
葉
や
態
度
は
、

勇
気
を
出
し
て
相
談
し
た
人
を
さ

ら
に
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
皆
さ
ん
の
周
り
に
Ｄ
Ｖ

で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、「
あ

な
た
は
悪
く
な
い
よ
」
と
声
を
掛

け
、
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
支
援
を
す

る
機
関
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
悩
ん
で
い
る

人
を
解
決
の
方
向
へ
導
く
力
に
な

り
ま
す
。

対
人
関
係
で
自
分
自
身
を
取
り
戻

し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
性
別
役
割
を
刷
り
込
ま

れ
て
い
る
女
性
ほ
ど
気
付
き
に
く

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身

の
「
生
き
に
く
さ
」
を
感
じ
て
い

る
人
は
、
男
女
共
同
参
画
の
中
に

ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
市
内
で

は
、
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト
い
ぶ
す
き

が
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示

や
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
活
動
を
行
い

ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日（
水
）16
時
30

　

分
〜

■
場
所　

Ｊ
Ｒ
指
宿
駅
構
内

※
パ
ネ
ル
展
示
は
、
市
内
の
公
共

　

施
設
や
店
舗
で
も
行
い
ま
す
。

23年 24年 25年 26年

指宿市
（婦人相談） 26 18 16 16※

指宿
警察署 10 18 16 11※

※平成26年は８月末現在。

［表］ＤＶを受けた女性の相談件数  （件）

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す

Ｄ
Ｖ
は
身
近
に
あ
り
ま
す

鍵山  あけみ さん

本
市
の
現
状

被
害
者
が
逃
げ
ら
れ
な
い

の
は
な
ぜ
？

「
あ
な
た
は
悪
く
な
い
」
の

一
言
が
被
害
者
の
力
に

Ｄ
Ｖ
は
子
ど
も
に
も
影
響

し
ま
す

DDVomestic iolence

ドメスティック・バイオレンスVドメスティック・バイオレンスドメスティック・バイオレンスVドメスティック・バイオレンスV
～知ることで被害者を救えます～

問い合わせ先
　市民協働課パートナー
　シップ推進係
　☎㉒2111（内線212）

当
事
者
だ
け
で
な
く

周
り
も
知
る
こ
と
が
重
要

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
で
す

世
の
中
の

「
生
き
に
く
さ
」
を
感
じ
た
ら

11
月
12
日
〜
25
日

かぎやま　あけみ
・市男女共同参画推進懇話会委員（平成20年～）
・市男女共同参画推進サポーター（平成22年～）
・スマイルネットいぶすき（平成22年～）など
男女共同参画社会に関する普及や啓発活動を行って
いる鍵山さんに話を伺いました。  

配偶者や交際相手からこのようなことはありませんか？

身体的暴力 精神的暴力 経済的暴力 性的暴力

・殴られる
・蹴られる
・物を投げられる
・突き飛ばされる
　　　　　　など

・怒鳴られる
・無視される
・交友関係を監視
　される
　　　　　　など

・生活費を
　渡さない
・働かない
・借金を重ねる
　　　　　　など

・性行為を強要
　してくる
・避妊に協力
　しない
　　　　　　など

まずは相談

　あなたの悩み・苦しみに寄り添
って一緒に考えます。
○指宿市婦人相談
　☎㉒2111（内線273）
○県男女共同参画センター
　☎099-221-6630
身の危険を感じたら110番へ

知
っ
て
く
だ
さ
い

　
気
づ
い
て
く
だ
さ
い平成

場所

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

　

児
童
虐
待
が
、
全
国
的
に
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
で
は
毎
年
11
月
を
「
児
童

虐
待
防
止
月
間
」
と
定
め
て
、
全

国
で
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広

報
・
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
身
体
的
虐
待
、

心
理
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
ネ
グ

レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
の
４
つ
に

類
型
さ
れ
ま
す
。

　

虐
待
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
気
に
な
る
こ
と

が
身
の
回
り
で
起
こ
っ
た
場
合
は

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

通
報
先

　

県
中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
９-

２
６
４-

３
０
０
３

通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　

☎
㉓
１
０
６
３
（
直
通
）

※
通
報
者
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

た
め
ら
わ
ず

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ
命
の
輪

児童虐待防止運動の
シンボルマーク

オレンジリボン

ＤＶ撲滅の
シンボルマーク

パープルリボン
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いぶすき子ども映画祭会長賞　「未来メガネ」柳田小学校６年／丸野寧、宮田佳幸
指宿市議会議長賞　「きっといつか」修猷館高等学校映画制作部（福岡県）／本村あかね　他９人
指宿市教育委員会賞　「夢への道」北指宿中学校１年／粟野琴葉、西平琴音、前村有希乃、上村星羅
審査員特別賞（３作品）
○古田賞「夢を探して」鹿児島市立東谷山中学校１年／仲松未央、石川栞里、山ほのか、神保優歌
○佐藤賞「なつゆめ」熊本西高等学校放送部／楠田稚晶、石橋和磨、門岡桃子、松浦文香、早水海都
○朝隈賞「本当にゆめ」鹿児島市立清和小学校４年／松元華、黒木麗心、向吉勇翔、本村天空、坂下真子、
　古賀優人
奨励賞（６作品）「夢がなくても」丹波小学校、「立志～ゆめを支えるものは～」内之浦小学校他、「分岐
点」南指宿中学校、「おとちゃんになろう大作戦」明桜館高等学校放送部、「俺らが教える彼女のつくり
方」熊本西高等学校放送部、「俺と『ユメ』」春日高等学校放送部

学校奨励賞（５校）　丹波小学校、柳田小学校、清和小学校、南指宿中学校、佐賀清和高等学校

いぶすき子ども映画祭会長賞
作品名「未来メガネ」

掛けると将来の姿が見える未来メガネ。し
かし、将来の姿が見える人と見えない人が
いる。メガネを拾った少年は、夢の実現へ
一歩を踏み出し…

指宿市議会議長賞
作品名「きっといつか」

夢の決まっていない自分に少し腹が立って
いためぐみ。そんな時、学校のホールで歌
っている同級生を見掛ける。八つ当たりぎ
みに話し掛けると…

指宿市教育委員会賞
作品名「夢への道」

すみれと仲違
たが

いをしてしまったあかり。落
ち込んでいると、すみれから「放課後教室
に来て」という手紙をもらう。そんな２人
が話した内容とは…

入賞作品・受賞者紹介

　

９
月
27
日
、
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画

祭
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
し
て
、
い
ぶ

す
き
子
ど
も
映
画
祭
が
丹
波
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
わ
た
し
の
夢
」
を
テ
ー
マ
に
、

３
分
間
の
映
像
作
品
を
募
集
。
県
内
を
は

じ
め
、
九
州
各
地
か
ら
92
作
品
が
集
ま
り

ま
し
た
。
作
品
は
、
映
像
作
家
の
古
田
亘

氏
、
女
優
の
佐
藤
友
紀
氏
、
人
形
作
家
の

朝
隈
俊
男
氏
（
本
市
出
身
）
が
審
査
し
、

入
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

上
映
会
で
は
、
制
作
者
や
一
般
市
民
ら

約
１
５
０
人
が
作
品
を
鑑
賞
。
兵
庫
県
南

あ
わ
じ
市
で
開
催
さ
れ
る
本
選
大
会
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
３
作
品
を
含
む
12
作
品

を
上
映
し
、
入
賞
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
12
作
品
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

いぶすき子ども映画祭
アジア国際子ども映画祭九州ブロック大会

報
恩

謝
徳

　
11
月
。
書
店
の
店
頭
に
日
記
帳

が
並
ぶ
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
十

年
日
記
な
る
も
の
に
目
を
や
り
な

が
ら
、
過
ぎ
ゆ
く
一
年
の
早
さ
に

驚
い
て
い
ま
す
。「
光
陰
矢
の
ご
と

し
」。月
日
の
た
つ
の
は
あ
っ
と
い

う
間
で
、
無
為
に
送
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
古
人
の
戒
め
を
、
今

更
な
が
ら
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
若
い
こ
ろ
「
残
念
記
」

と
い
う
日
記
帳
に
、
そ
の
日
の
残

念
な
出
来
事
を
書
き
留
め
て
い
た

人
が
い
ま
し
た
。
過
去
の
残
念
記

を
読
み
返
す
と
、
同
じ
時
期
に
同

じ
よ
う
な
失
敗
談
や
反
省
の
弁
が

書
か
れ
て
お
り
、
日
記
の
中
の
変

わ
ら
な
い
自
分
が
う
れ
し
く
も
あ

り
悲
し
く
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
一
日
の
事
を
寝
て
か
ら

案
じ
て
み
れ
ば
、
言
ひ
そ
こ
な
い
、

仕
そ
こ
な
い
無
き
日
は
な
し
、
後

悔
の
な
い
よ
う
一
日
を
生
き
た
い

も
の
だ
が
、
難
し
い
も
の
で
あ
る
」

と
も
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
い
や
な
奴や
つ

へ
の
復ふ
く
し
ゅ
う讐
、
忘
る

べ
か
ら
ず
」「
長
屋
に
落
ち
て
も
俺

は
殿
様
だ
」。喜
劇
役
者
の
古
川
ロ

ッ
パ
は
人
気
が
凋ち
ょ
う
ら
く落

し
た
晩
年
、

手
の
ひ
ら
を
返
し
て
冷
淡
な
友
人

知
己
に
、
一
人
ペ
ン
を
握
っ
て
書

き
綴つ
づ

っ
た
そ
う
で
す
。
悔
し
さ
や

怒
り
を
日
記
に
ぶ
つ
け
、
ス
ト
レ

ス
を
発
散
す
る
の
も
日
記
の
効
用

で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
書
き
方
も

い
ろ
い
ろ
、
日
記
と
は
時
に
「
憤ふ
ん

懣ま
ん

記
」
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
、
幸
せ
だ
っ

た
事
、
楽
し
か
っ
た
出
来
事
の
み

を
記
す
「
満
悦
記
」
な
る
日
記
に

挑
戦
し
た
人
が
い
た
そ
う
で
す
が
、

後
日
、
空
欄
ば
か
り
で
日
記
に
な

ら
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
中
に
は
、
幸
せ
な

こ
と
よ
り
苦
し
さ
や
悲
し
み
の
方

が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
残
念
記
」「
憤
懣
記
」「
満
悦
記
」。

だ
か
ら
人
生
が
お
も
し
ろ
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
振
り
返
っ
て
わ
が
10
年
日
記
。

心
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
怒
り

も
悲
し
み
も
、「
時
間
」
と
い
う
医

師
の
お
か
げ
か
、
あ
と
で
読
み
返

せ
ば
ほ
ん
の
少
し
小
ぶ
り
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
精
神
科
医
、
随
筆
家
で
あ
る
斎

藤
茂
太
さ
ん
は
「
常
に
高
い
目
標

ば
か
り
を
掲
げ
て
い
て
は
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
悩
み
は
尽
き
な
い
。

80
％
で
良
し
と
す
る
勇
気
を
持
と

う
。
残
り
の
20
％
は
次
へ
の
バ
ネ

と
し
て
と
っ
て
お
け
ば
い
い
の
だ
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
人
生
80
％
主

義
「
一
笑
一
若
、
一
怒
一
老
」。日

記
を
書
く
こ
と
で
行
動
が
変
わ
り
、

そ
し
て
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、

生
活
が
変
わ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
近
ご
ろ
の
世
相
に
は
つ
い
一
怒

を
頻
発
し
が
ち
で
す
が
、
自
分
の

人
生
を
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
に
も
、
日
々
一
笑
に
心
掛
け
愚

痴
を
こ
ぼ
さ
ず
気
楽
に
、
毎
日
の

出
来
事
を
思
い
の
ま
ま
に
書
き
留

め
る
日
記
に
な
る
よ
う
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。

　
「
日に
ち
に
ち日

是こ
れ

好こ
う
に
ち日

」。降
っ
て
も
照

っ
て
も
泣
い
て
も
笑
っ
て
も
、
今

日
が
一
番
い
い
日
、
私
の
一
生
の

中
の
大
事
な
一
日
だ
か
ら
…
。

　

10
月
８
日
、
Ｊ
Ｒ
日
本
最
南
端

の
駅
「
西
大
山
駅
」
で
菜
の
花
の

植
栽
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、

市
内
の
園
児
た
ち
が
同
駅
向
か
い

の
畑
に
植
え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
植
栽
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り

に
、
市
内
全
域
で
約
１
千
万
本
に

も
及
ぶ
菜
の
花
の
植
え
付
け
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

通
常
、
菜
の
花
は
２
月
か
ら
５

月
が
見
頃
で
す
が
、
年
間
の
平
均

気
温
が
約
19
度
と
温
暖
な
本
市
で

は
、
12
月
か
ら
２
月
が
見
頃
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

菜
の
花
は
、
一
足
早
い
南
国
の

春
を
全
国
に
発
信
す
る
指
宿
の
風

物
詩
で
、
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
や
菜

の
花
マ
ー
チ
の
名
前
の
由
来
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
上
の
他
、

市
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
植
え
付
け

ら
れ
た
菜
の
花
を
バ
ッ
ク
に
、
写

真
撮
影
を
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

市
で
は
毎
年
、
菜
の
花
の
種
の

無
料
配
布
を
行
っ
て
お
り
、
市
民

と
連
携
し
な
が
ら
、
菜
の
花
の
植

え
付
け
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
外
で
は
本
市
の
一
足

早
い
春
の
訪
れ
を
知
っ
て
も
ら
う

「
菜
の
花
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行

い
、
全
国
の
主
要
駅
で
菜
の
花
を

無
料
配
布
し
た
り
、
テ
レ
ビ
局
な

ど
で
指
宿
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

菜
の
花
の
花
言
葉
は
、「
小
さ
な

幸
せ
」。一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
取

り
組
み
が
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、

観
光
客
に
も
「
大
き
な
幸
せ
」
を

も
た
ら
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

観
光
課
観
光
交
流
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

幸
せ
を
も
た
ら
す
菜
の
花

41

我
が
生
は
　
淋さ

び

し
か
ら
ず
や

日
記
買
ふ
　
　
　
　（
虚
子
）

指
宿
市
長  

豊
留 

悦
男
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　第14回佐多岬マラソンおよび第５回31度
線ウオークが、佐多岬ロードパークで開催
されます。大会当日は、南大隅町地産地消
フェアを同時開催します。先着1,000名に
はイセエビ汁を用意していますので、ぜひ
ご来場ください。
■期日　12月７日（日）
■スタート
○地産地消フェア　　８：30～ 
○ウオーキング　　　９：45～
○マラソン　　　　　10：00～
問い合わせ先　佐多岬マラソン実行委員会
　☎0994－24－3164（直通）

まちの情報交換

フェリーなんきゅうに乗って出掛けよう

今月の話題
佐多岬マラソン
31度線ウオーク

～地産地消フェアも同時開催～

　

９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
指
宿

温
泉
祭
に
、
姉
妹
都
市
盟
約
20
周

年
を
記
念
し
て
、
千
歳
市
長
や
市

議
会
議
長
、
千
歳
ス
カ
イ
レ
デ
ィ
、

千
歳
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

チ
ー
ム
「
炎

－

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

－

」

の
28
人
が
来
指
し
ま
し
た
。

　

山
川
高
校
で
は
、
今
回
の
記
念

事
業
に
合
わ
せ
て
10
人
の
生
徒
が

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
を
一
緒
に
踊
る

た
め
、「
山
川
花は

な
や
か

野
果
隊
」を
結
成
。

温
泉
祭
当
日
に
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

チ
ー
ム
が
山
川
高
校
を
訪
れ
、「
山

川
花
野
果
隊
」
に
熱
の
こ
も
っ
た

指
導
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

薩
摩
富
士
荘
で
そ
の
成
果
を
披
露
。

迫
力
あ
る
演
舞
に
、
入
所
者
ら
が

惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

温
泉
祭
で
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ

ー
ム
は
、
指
宿
駅
前
で
路
上
演
舞

を
行
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
ど
２

曲
を
披
露
。
集
ま
っ
た
多
く
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
温

泉
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
山
川
花

野
果
隊
」
と
共
演
。
力
強
い
演
舞

を
披
露
し
、
温
泉
祭
に
華
を
添
え
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
と
の

共
演
の
話
を
聞
い
た
後
、
動
画
で

演
舞
を
見
た
時
は
、
私
た
ち
に
で

き
る
の
か
と
し
ば
ら
く
声
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
迎
え
た
祭

り
当
日
の
合
同
練
習
。
踊
り
の
指

導
だ
け
で
な
く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
と
私
た
ち
の

気
持
ち
が
一
つ
に
な
る
よ
う
に
、

工
夫
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
の
舞
台
で
は
、
始
ま
る
前

に
私
た
ち
も
同
じ
円
陣
に
入
れ
て

も
ら
い
、
共
演
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
練
習
と
は
違
っ
た
空
気

を
感
じ
な
が
ら
、
朝
か
ら
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
お
礼
の
気
持
ち
も

込
め
、
一
生
懸
命
踊
り
ま
し
た
。

演
舞
後
の
大
歓
声
は
、
ほ
と
ん
ど

が
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
へ
送

ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
は
思
い
ま

す
が
、
私
た
ち
も
精
一
杯
頑
張
っ

た
後
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ

し
く
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。

千

歳
市・指宿市 姉妹都

市

20th Anniversary20th Anniversary

千歳市・指宿市

姉妹都市盟約
20周年シリーズ⑤
今回は、指宿温泉祭に訪れた千
歳市のＹＯＳＡＫＯＩチームと
一緒に共演した山川高校生の感
想を紹介します。

人
生
で
二
度
と
な
い

素
敵
な
体
験
が
で
き
ま
し
た

山川高校
生活情報科２年
竹部　楓さん

上：山川高校での合同練習
下：躍動感みなぎる山川高校生との共演

還
元
金
の
増
額
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
地

区
へ
の
還
元
金
を
１
・
５
倍
に
し

て
支
払
っ
て
い
ま
す
。
還
元
金
を

増
額
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

さ
ら
な
る
分
別
を
徹
底
し
、
地
区

活
動
へ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
を
分
別
す
る

こ
と
は
、
ご
み
の
減
量
へ
つ
な
が

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

資源ごみ地区立会い収集の様子

資源ごみ
地区立会い収集分の還元金

平成24年度　　約866万円
平成25年度　約1,360万円

（約907万円の1.5倍）

を各地区へ還元しました。

維
持
・
修
復
事
業
助
成
が
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
月
末
、
九
州
国
立
博
物
館
へ

搬
入
さ
れ
た
如
来
像
は
、
害
虫
駆

除
の
薫
蒸
後
、
寄
せ
木
の
パ
ー
ツ

ご
と
に
分
解
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
に
彫
刻
さ
れ
た
姿
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
江
戸
時
代
に

如
来
像
全
体
に
厚
く
塗
ら
れ
た
赤

紫
色
の
塗
り
物
も
取
り
除
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
如
来
像
の
破
損
部

分
は
、
同
質
の
ヒ
ノ
キ
材
で
補
充

し
復
元
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
復
で
、
次
の
こ
と
が

　

県
指
定
文
化
財
の
「
指
宿
光
明

禅
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像（
以

下
、
如
来
像
）」が
指
宿
市
十
町
に

あ
る
光
明
禅
寺
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
如
来
像
は
良
質
な
ヒ

ノ
キ
を
用
い
た
寄
せ
木
造
り
で
、

今
か
ら
約
８
０
０
年
前
の
鎌
倉
時

代
初
期
に
、
慶
派
に
よ
っ
て
造
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　

慶
派
と
は
、
平
安
時
代
末
か
ら

江
戸
時
代
に
か
け
て
、
京
都
を
拠

点
と
し
た
仏
師
の
一
派
で
す
。
代

表
的
な
仏
師
に
は
、
鎌
倉
時
代
に

活
躍
し
た
運
慶
や
快
慶
が
い
ま
す
。

　

こ
の
如
来
像
は
元
々
、
廃
仏
毀き

釈し
ゃ
くで
壊
さ
れ
た
正
平
山
光
明
寺
に

あ
り
ま
し
た
。
如
来
像
は
、
廃
仏

毀
釈
の
難
を
乗
り
越
え
、
地
域
の

人
々
に
よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
顔
や
胸
な
ど
の
一

部
が
破
損
し
て
い
た
た
め
、
修
復

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
如
来
像
の
修
復
に
は
、
公

益
財
団
法
人
住
友
財
団
の
文
化
財

鎌
倉
時
代
の
姿
に
蘇

よ
み
が
え

�
た

　
　
　

 
阿あ

み

だ

弥
陀
如

に

�

ら

い

り

つ

来
立
像

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  

回
）
102

　

市
で
は
、
各
地
域
へ
お
願
い
し
、

月
１
回
の
資
源
ご
み
地
区
立
会
い

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

資
源
ご
み
地
区
立
会
い
収
集
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
収
集
さ
れ
た
資
源

ご
み
の
売
却
益
が
、
地
区
ご
と
の

収
集
量
に
応
じ
て
、
各
地
区
へ
還

元
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
常

設
収
集
所
に
行
か
な
く
て
も
近
く

で
資
源
ご
み
を
出
せ
る
こ
と
、
地

区
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
顔
見
知

り
が
増
え
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑱

 

　
資
源
ご
み
地
区
立
会
い
収
集

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

新
発
見
・
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
仏
像
は
、
細
か
な
ノ
ミ
を
使
い
、

見
え
な
い
内
部
ま
で
も
丁
寧
に

彫
ら
れ
、
全
身
が
金
箔ぱ

く

張
り
で

し
た
。

○
仏
像
内
部
は
、
朱
色
で
塗
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
部
分
的

に
墨
塗
り
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

修
復
を
終
え
た
如
来
像
は
、
10

月
上
旬
、
２
カ
月
半
ぶ
り
に
光
明

禅
寺
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
修
復

前
と
比
べ
、
ヒ
ノ
キ
の
木
目
が
き

れ
い
に
見
え
、
全
体
的
に
明
る
い

色
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
袈け

さ裟

の
深
く
丁
寧
な
彫
刻
も
は
っ
き
り

と
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

如
来
像
を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
際

は
、
廃
仏
毀
釈
の
難
を
乗
り
越
え
、

現
在
に
守
り
伝
え
ら
れ
た
奇
跡
と
、

鎌
倉
時
代
の
慶
派
の
仏
師
た
ち
が

受
け
継
い
で
き
た
技
術
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。修復された阿弥陀如来立像
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木
質
が
極
め
て
綿
密
な
こ
と
か

ら
、
櫛
や
将
棋
の
駒
、
印
鑑
な
ど

の
高
級
素
材
と
し
て
重
宝
さ
れ
て

い
る
「
ツ
ゲ
」
は
、
県
内
で
は
南

薩
地
域
が
主
産
地
だ
。

　

そ
の
ツ
ゲ
を
使
い
、
櫛
作
り
を

行
っ
て
い
る
の
は
、
開
聞
十
町
に

あ
る
木
原
つ
げ
櫛
屋
の
２
代
目
、

木
原
修
三
さ
ん
。
県
内
で
も
数
少

な
い
つ
げ
櫛
作
り
の
職
人
だ
。

　

修
三
さ
ん
の
父
軍
蔵
さ
ん
は
、

鹿
児
島
市
草
牟
田
で
櫛
屋
を
営
ん

で
い
た
が
、
昭
和
10
年
ご
ろ
に
満

洲
へ
移
住
。
帰
国
後
、
良
質
な
ツ

ゲ
の
木
が
豊
富
な
南
薩
摩
の
開
聞

で
再
び
櫛
作
り
を
始
め
た
。

　

修
三
さ
ん
は
、
25
歳
か
ら
つ
げ

櫛
作
り
に
携
わ
っ
て
い
る
。「
木
は

生
き
物
。
一
つ
ひ
と
つ
形
や
木
目

の
異
な
る
材
木
を
、
長
い
時
間
を

か
け
美
し
い
櫛
に
仕
上
げ
る
の
に

本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
、
若

き
日
を
振
り
返
る
。

　

つ
げ
櫛
作
り
の
工
程
は
、
ま
ず
、

切
り
出
し
た
ツ
ゲ
を
櫛
板
に
加
工

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
20
日
ほ

ど
天
日
干
し
に
し
た
後
、
お
が
く

ず
の
煙
で
さ
ら
に
20
日
ほ
ど
薫
製

す
る
。
そ
し
て
５
年
以
上
か
け
て

自
然
乾
燥
さ
せ
る
の
だ
が
、
こ
の

間
も
櫛
板
が
反
ら
な
い
よ
う
に
細

心
の
注
意
を
払
う
。

　

そ
の
後
、
や
っ
と
加
工
の
工
程

に
移
る
。
櫛
板
を
か
ん
な
で
削
り
、

櫛
の
形
に
整
え
た
後
、
表
面
を
磨

く
の
は
「
ト
ク
サ
」
と
い
う
植
物

の
茎
を
乾
燥
さ
せ
た
天
然
の
や
す

り
。
こ
れ
を
使
う
の
は
、
先
代
か

ら
の
こ
だ
わ
り
だ
。
最
後
に
櫛
表

面
の
質
感
や
歯
の
尖
り
具
合
を
確

か
め
な
が
ら
数
種
類
の
道
具
で
磨

き
、
椿
油
で
仕
上
げ
て
い
く
。

　

１
本
１
本
丁
寧
に
作
ら
れ
た
こ

だ
わ
り
の
つ
げ
櫛
は
、
使
う
ほ
ど

に
髪
に
も
手
に
も
な
じ
ん
で
い
く

逸
品
だ
。

　

修
三
さ
ん
は
工
房
で
の
櫛
作
り

の
他
、
年
５
回
程
度
、
県
内
外
の

物
産
展
や
即
売
会
で
の
営
業
を
精

力
的
に
こ
な
す
。

　

「
今
は
、
安
価
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
櫛
が
簡
単
に
手
に
入
る
。

そ
れ
に
比
べ
、
つ
げ
櫛
は
一
つ
ひ

と
つ
職
人
が
手
作
り
し
て
い
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
高
価
に
な
っ
て

し
ま
う
。
し
か
し
、
値
段
だ
け
で

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に

作
る
過
程
を
見
て
も
ら
い
、
本
当

の
価
値
や
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝

え
た
い
」
そ
う
語
り
な
が
ら
か
ん

な
を
握
る
修
三
さ
ん
の
手
に
、
一

層
力
が
入
っ
た
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

５
年
越
し
の
逸
品

　
    　

 

〜
木
原
つ
げ
櫛ぐ

し

屋
〜

特産品
シリーズ
VOL.17

始めました始めましためました
ランチメニュー温

期間限定

温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温温 始始めましためました
ランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニュー温温温温温温温温ランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニューランチメニュー

　11月から冬季限定「温ランチメニュー」を始めました。そうめん
（570円）とセットで注文されると100円引きとなりお得です。心も
体も温まる料理をお楽しみください。また、温かいそうめん「温麺
（650円）」や昔ながらのマス料理として「せせら焼き（鉄板焼き）」
も期間限定で提供します。忘新年会などにご利用ください。
※「せせら焼き」は、事前予約（４名様から）が必要です。

予約・問い合わせ先　市営唐船峡そうめん流し　☎322143

※「せせら焼き」は、事前予約（４名様から）が必要です。

黒豚丼

せせら焼き

ます重

市営唐船峡そうめん流し市営唐船峡そうめん流し 営業時間　10：00～15：00

始めました

ます釜飯

Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

威勢のいい掛け声が響き渡る

スプレーギクを受け取る児童たち

　９月11日、Ｂ＆Ｇ山川海洋センターで第69回さつ
ま鰹節産地入札即売会が行われました。山川水産加
工業協同組合（地島幸平組合長）が主催し、全国か
ら53社の仲買人が参加しました。会場には、山川の
生産者16社が丹精込めて作り上げた本節や亀節など
約78ｔが出品されました。かつお節の香りに包まれ
る中、威勢のいい掛け声が会場に響き渡り、上質な
かつお節が次々と落札されていきました。

　９月19日、先祖や親への感謝の気持ちを育んでも
らおうと、県スプレーギク研究会（大薗幸平会長）
から柳田小５・６年生137人にスプレーギクがプレ
ゼントされました。児童たちは栽培方法や生産状況
などを学んだ後、会員から一人ひとり手渡しで受け
取りました。６年生の味園卓樹さん（北十町）は、
「電球を使って栽培することに驚いた。花はおばあ
ちゃんの家にお供えしたいです」と話しました。

山 川から日本の味を支える

感 謝する気持ちを育んで

鰹節産地入札会が開催

指宿産スプレーギクをプレゼント

参加者全員で記念撮影

南極の氷は一段と冷たい？

　９月６日、東京都で関東かいもん会（坂上政幸会
長）第26回総会が開催されました。開聞出身者やゆ
かりのある人約60人が集い、同郷者の友情と親睦を
深めました。今回は若い人も数名出席しており、坂
上会長は、「若年層の郷土会入会と次世代への継承に
期待を膨らませている」とあいさつ。総会後の懇談
会では、合唱やフラダンスショーで大いに盛り上が
り、故郷の思い出話に花を咲かせていました。

　９月17日、海上自衛隊員らが池田小に南極から持
ち帰った氷をプレゼントしました。氷は、約3 . 7㎏
あり、南極で活動した海上自衛隊砕氷艦「しらせ」
の隊員が持ち帰ったもの。児童たちは、隊員から南
極観測の活動や太陽との関係などを学んだ後、早速
氷に触れ遠い南極の地に思いをはせていました。４
年生の井元敬徳さん（石嶺）は、「触るとプチプチと
音がしておもしろい」と話しました。

ア ロハムードの中、第26回総会開催

極 寒の地から届いた氷

関東かいもん会が開催

池田小に南極の氷を贈呈

まちの話題
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まちの話題

Zoom up Ibusuki

ズームアップいぶすき

大声で叫ぶ参加者

交通安全の横断幕を掲げる児童たち

　市では今年から、開聞岳の標高924ｍにちなんで
９月24日を「開聞岳の日」に決めました。これに合
わせ９月20日から９日間、開聞岳ウイークイベント
をふれあい公園で開催。期間中、女性のみで登山を
楽しむ山ガールツアーや薩摩富士写真展などを行い
ました。また、23日には、管理棟前で山びこ大声コ
ンテストを開催。参加者は、「開聞岳ありがとう」「友
達最高」など、日ごろの思いを叫びました。

　９月30日、指宿商業高校前の国道で交通事故死ゼ
ロを呼び掛ける運動を行いました。参加したのは同
校の交通安全委員の生徒と今和泉小学校の児童たち
合計約150人。５ｍの横断幕３枚とのぼり旗30本を
掲げ、通行するドライバーに交通安全を呼び掛けま
した。６年生の野口愛菜さん（瀬崎）は、「私たちが
安心して登下校できるように、運転には気を付けて
ほしいです」と話しました。

自 然の恵みを楽しむ

北 の玄関口から呼び掛ける

開聞岳ウイークを初開催

交通安全街頭キャンペーン

光源に発光ダイオード（LED）を使用

人KENまもる君・あゆみちゃんと記念撮影

　９月20日、指宿温泉祭に合わせて17年ぶりに魚見
岳に丸に十の字が点灯しました。指宿青年会議所（堀
之内直理事長）が、元気な指宿を全国に発信してい
こうと企画したものです。８月から市民ら約200人
が協力して魚見岳急斜面の草刈りなどの準備を行っ
てきました。同日、点灯式がふれあいプラザなのは
な館で行われ、関係者ら約50人が出席。明かりが灯
ると、会場は大きな歓声と拍手に包まれました。

　９月26日、開聞保育園で人権の理解を深めてもら
おうと「わくわく人権ルーム」が開催されました。
いじめはいけないことを気付かせる紙芝居「ぐらぐ
らもりのおばけ」の読み聞かせ後、人権擁護委員が
園児たちにけんかをしても仲直りすることの大切さ
を伝えました。坂下幸希ちゃん（脇）は、「紙芝居が
とてもおもしろかった。友だちみんなと仲良くしま
す」と話しました。

17 年ぶりに灯と も

った薩摩の紋章

楽 しく学んで人権を考える

魚見岳に丸に十の字が点灯

開聞保育園で人権啓発活動

簡単な計算やゲームを楽しむ受講生

表彰された受賞者の皆さん

　10月３日、成川区民センターで「脳のトレーニン
グ楽

らくしゅう

習教室」の開校式が行われました。運動や学習
を通じて高齢者の認知症を予防し、脳の健康を維持
することがねらい。受講生は、開校式で脳の活性化
の方法を学んだ後、簡単な計算や音読などを行って
脳のトレーニングに取り組みました。金子照子さん
（永田）は、「仲間と楽しみながら半年間の教室を楽
しみたい」と話しました。

　10月７日、市社会体育功労者とスポーツ活動優秀
選手の表彰式が市役所指宿庁舎で行われました。社
会体育振興のために活動し、功績のあった個人や団
体、優秀な成績を収めた選手や団体に対し、その努
力をたたえ表彰するものです。今年は、社会体育功
労者６人と社会体育優良団体の１団体、各分野で活
躍したスポーツ活動優秀選手19人と、優秀団体２チ
ームが表彰されました。

頭 を使って認知症予防

ス ポーツ活動で市に貢献

脳トレ教室が開校

社会体育功労者らを表彰

農家らに苗を手渡す生徒たち

協力して種をまく生産者と生徒たち

　10月１日、山川高校で園芸工学・農業経済科の生
徒44人が授業で育てたバイオサツマイモ苗の引き渡
し式が行われました。バイオ技術で生育した苗は、
果皮が滑らかで形がそろいやすいのが特徴です。今
年は新たに、紅さつまとマロンゴールドの品種を栽
培。３年生の村尾尊彦さん（下里）は、「山高が地域
に根付いていることを誇りに思う。先輩たちの伝統
を受け継いで、実習に励みたい」と話しました。

　10月６日、山川高校の実習畑で３年生10人が、生
産者から指導を受けながら実エンドウの種まきを行
いました。実エンドウの生産技術の向上を図ろうと、
同校は昨年からＪＡいぶすきや生産者の協力により
実エンドウの共同実証に取り組んでいます。今年は
４つの実験区を設け、新品種の植栽密度を変えた生
育・収量調査を行っていきます。得られたデータは
地域に還元し、産地振興に役立てられます。

受 け継がれるバイオ技術

共 同実証で地域貢献

バイオサツマイモ苗の引き渡し式

実エンドウの種まき
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情報掲示板 Information

■
内
容　

茶
節
の
振
る
舞
い
や
、

花
か
つ
お
の
格
安
販
売
、
山
川

町
漁
協
・
活
お
海
道
出
荷
者
に

よ
る
特
産
品
な
ど
の
販
売

問
い
合
わ
せ
先

　

道
の
駅
山
川
港
活
お
海
道

☎
㉗
６
５
０
７

　

■
申
込
締
切
日　

11
月
13
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園

　

☎
32
５
５
６
６

　

南
指
宿
中
学
校
の
裏
に
あ
る
平

山
か
ら
鰻
池
へ
と
散
策
し
ま
す
。

　

西
郷
隆
盛
と
江
藤
新
平
が
一
緒

に
歩
い
た
と
い
わ
れ
る
歴
史
街
道

を
歩
き
、
温
泉
や
ス
メ
料
理
を
堪

能
す
る
ツ
ア
ー
で
す
。

■
期
日　

11
月
16
日（
日
）

■
集
合　

９
時
25
分
ま
で
に
Ｊ
Ｒ

指
宿
駅
前

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
交
通

　

費
、
保
険
代
、
記
念
品
な
ど
を

　

含
む
。）

■
日
時　

11
月
16
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

20
人（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

11
月
15
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

縄
文
の
森
を
つ
く
ろ
う
会
（
担

当
・
馬
場
）

☎
０
９
０-

３
１
９
３-

６
４
４
５

　

市
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
大
人
が
楽
し
む
週
末

の
図
書
館
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

大
人
の
た
め
の
映
画
会

■
日
時

11
月
23
日（
日
）14
時
〜

16
時

■
場
所　

山
川
図
書
館

■
上
映
作
品　

そ
し
て
父
に
な
る

■
参
加
料　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

第
３
回
図
書
館
講
座

■
日
時

11
月
29
日（
土
）18
時
30

分
〜
20
時
（
受
付
18
時
15
分
）

■
場
所　

山
川
図
書
館

■
演
題　

夜
の
出
張
水
族
館

■
講
師　

佐
々
木
恭
子
氏
（
か
ご

し
ま
水
族
館
獣
医
師
）

■
定
員

50
人

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

山
川
図
書
館
の
窓

口
か
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

い
ぶ
す
き
読
書
会

■
日
時　

11
月
30
日（
日
）18
時
30

分
〜
20
時

■
場
所　

指
宿
図
書
館

■
内
容　

オ
ス
ス
メ
の
本
を
持
ち

寄
り
、
紹
介
し
合
う
読
書
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
す
。
本
の
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。　

■
対
象　

一
般　

■
定
員　

12
人

■
参
加
料　

１
０
０
円

■
申
込
方
法　

指
宿
図
書
館
の
窓

口
か
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
本
の
提
供

　

古
く
な
っ
た
雑
誌
や
複
数
冊
あ

る
本
な
ど
、図
書
館
で
所
蔵
で
き

な
い
本
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

■
期
間　

11
月
18
日（
火
）〜
30
日

　
（
日
）

■
場
所　

指
宿
・
山
川
図
書
館

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
図
書
館

　

☎
㉓
２
８
２
７

○
山
川
図
書
館

　

☎
35
３
３
０
０

催
し

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

鰻う
な
っ・

西せ

ご郷
ど
ん
の
道み
っ

ツ
ア
ー

図
書
館

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　毎回多彩なブースが出店しており、雑貨
や飲食、フリーマーケット、パフォーマン
スなど楽しさも年々増しています。ぜひお
越しください。
■日時　11月16日（日）10：00～16：00
■場所　太平次公園（荒天時はサンシティ
ホールいぶすき）

問い合わせ先
　いぶすきマルシェ実行委員会　☎㉒5828

　

子
ど
も
た
ち
の
日
ご
ろ
の
学
習

の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
22
日（
土
）

○
舞
台
発
表　

９
時
40
分
〜
11
時

40
分

○
作
品
鑑
賞
・
製
品
販
売
（
い
ぶ

よ
う
の
ぞ
み
市
場
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

ザ
ー
）　

13
時
〜
13
時
45
分

■
場
所　

指
宿
養
護
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
養
護
学
校

☎
㉓
３
２
１
１

　

日
本
の
だ
し
文
化
を
支
え
る
食

材
「
か
つ
お
節
」。そ
の
中
で
も
最

高
級
品
と
さ
れ
る
「
本
枯
節
」
は
、

山
川
が
生
産
量
日
本
一
を
誇
り
ま

す
。

　

さ
ら
な
る
か
つ
お
節
の
普
及
を

図
る
た
め
、
山
川
水
産
加
工
業
協

同
組
合
な
ど
は
、11
月
24
日
の「
い

い
節
の
日
」
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
24
日（
月
）10
時
〜

15
時
（
予
定
）

■
場
所　
道
の
駅
山
川
港
活い

お
海
道

　

昨
年
、
本
市
で
行
わ
れ
た
「
い

わ
さ
き
白
露
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
」
が
、
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

■
期
日　

11
月
28
日（
金
）〜
30
日

　
（
日
）　

■
場
所　

い
ぶ
す
き
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
開
聞
コ
ー
ス

■
出
場
者　

70
人
（
予
定
）

■
入
場
料　

○
前
売
券　

５
０
０
０
円
（
各
日

共
通
５
枚
つ
づ
り
）

○
当
日
券　

２
０
０
０
円
（
各
日
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

指
宿
い
わ

さ
き
ホ
テ
ル
、
い
ぶ
す
き
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

☎
32
３
１
４
１

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座
④

自
然
災
害
の
歴
史
と
防
災
を
学
ぶ

　

鹿
児
島
は
大
昔
か
ら
巨
大
火
山

が
集
中
し
た
地
域
で
あ
り
、
火
山

は
人
間
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の

先
祖
は
、
数
々
の
火
山
災
害
を
乗

り
越
え
、
文
化
を
築
き
上
げ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
開
聞
岳
の
火
山
灰
で

埋
没
し
た
橋
牟
礼
川
遺
跡
を
は
じ

め
、
桜
島
や
新
燃
岳
噴
火
な
ど
の

自
然
災
害
の
歴
史
、
防
災
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
29
日（
土
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

自
然
災
害
の
歴
史
と
防

災
に
つ
い
て

■
講
師　

井
村
隆
介
氏
（
鹿
児
島

大
学
理
学
部
准
教
授
）

■
対
象　

一
般

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

指
宿
養
護
学
校

学
習
発
表
会

11
月
24
日
は

い
い
節
の
日

い
わ
さ
き
白
露
シ
ニ
ア

ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ

は
し
む
れ

　平成27年指宿市成人式を次の日程で開催します。
　家族をはじめ、市民の皆さんも来場し、新成人の門
出を一緒に祝うことができます。
　対象者には11月中旬に案内状を送付しますが、案内
状が届かなかった人は社会教育課へ問い合わせてくだ
さい。なお、案内状がなくても入場できます。
■日時　平成27年１月４日（日）
　　　　○受付13：30～　○式典14：00～
■場所　市民会館大ホール
■対象　
○平成６年４月２日から平成７年４月１日までに生ま
れた人で、市内に住所を有する人

○上記の時期に出生し、かつて市内に住所を有し、市
内の学校などに通ったことがある人

問い合わせ先
社会教育課社会教育係（時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ内）
☎㉓5100

成 人 式平成
27年

１ 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

12月
2014

28 29 30 31

　　　　 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
　 24 25 26 27 28 29

11月
2014

第９回
いぶすきマルシェ

23
30
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Information情報掲示板

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
申
込
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以

上
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
こ

れ
に
相
当
す
る
学
力
を
有
し
、

福
祉
に
関
心
が
あ
り
次
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人
、
も

し
く
は
取
得
意
欲
の
あ
る
人

○
社
会
福
祉
主
事

○
精
神
保
健
福
祉
士

○
社
会
福
祉
士

■
勤
務
内
容　

相
談
・
援
助
業
務
、

　

地
域
福
祉
活
動
の
調
査
・
研
究
・

　

事
業
企
画
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
一
般
事
務
な
ど

■
申
込
期
間　

11
月
４
日（
火
）〜

28
日（
金
）必
着

■
申
込
方
法　

市
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
お
よ
び
各
支
所
（
山
川

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
開
聞

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

に
設
置
し
て
あ
る
「
受
験
申
込

書
お
よ
び
指
定
の
履
歴
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

作
文
、
適
性
検
査

○
日
時　

12
月
７
日（
日
）10
時
〜

○
場
所　
指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
２
次
試
験
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
０
２

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

指
宿
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㉒
５
５
４
３

　　

県
下
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
る
県
最
低
賃
金
が
、
10
月
19
日

か
ら
時
間
額
６
７
８
円
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
産
業
に
該
当
す

る
場
合
は
、
特
定
最
低
賃
金
（
産

業
別
最
低
賃
金
）
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

○
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額　

７
１
０
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額　

６
８
５
円

○
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　

時
間
額　

７
３
５
円

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９-

２
２
３-

８
２
７
８

「
大
き
な
保
障
で
働
く
人
も
安
心

で
す
。
労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
」

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
問
わ

ず
、
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

「
労
災
保
険
」は
労
働
者
が
業

務
上
の
事
由
な
ど
に
よ
り
、
負
傷

や
病
気
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
必

要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
雇
用
保
険
」
は
労
働
者

が
失
業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な

給
付
を
行
い
、
生
活
の
安
定
を
図

る
も
の
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
従
業
員

が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、
加
入
手
続
き
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

☎
㉒
４
１
３
５

○
鹿
児
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９-

２
１
４-

９
１
７
５

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
こ
の
週

間
は
、
国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
や
役
割
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署

の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
適

正
・
公
平
な
課
税
お
よ
び
徴
収
の

実
現
に
向
け
た
国
税
庁
の
取
り
組

み
や
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
の

紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

な
お
、
期
間
中
、「
税
に
関
す
る

作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。児
童・

生
徒
に
よ
る
作
文
や
習
字
、
硬
筆

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
作
品
展

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
指
宿
店

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

■
期
間　

11
月
11
日（
火
）〜
17
日

　
（
月
）

■
時
間　

９
時
30
分
〜
20
時

市
役
所
指
宿
庁
舎
ロ
ビ
ー

■
期
間　

11
月
18
日（
火
）〜
25
日

　
（
火
）（
土
、
日
、
祝
日
閉
庁
）

■
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
税
務
署
総
務
課

☎
㉒
２
５
６
８

　

12
月
は
、
給
与
な
ど
に
係
る
源

泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
な
ど
か
ら
源
泉
徴

収
さ
れ
た
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計
額
と
、

そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年

税
額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
通
常

で
、
源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足
分

を
精
算
す
る
手
続
き
が
「
年
末
調

整
」
で
す
。

　

指
宿
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整

の
手
続
方
法
や
税
法
の
改
正
点
の

説
明
、
用
紙
の
配
布
な
ど
を
行
う

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
業
主
や
事
務
担
当
者
は
、
で

き
る
だ
け
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
13
日（
木
）14
時
〜

15
時
45
分

■
場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

指
宿
税
務
署
調
査
部
門

☎
㉒
２
５
８
０

市
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
採
用
試
験

県
最
低
賃
金
が
改
正

税
を
考
え
る
週
間

年
末
調
整
説
明
会

お
知
ら
せ

※
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご
し
ま
の

パ
ス
ポ
ー
ト
所
有
者
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

男
女
各
20
人

■
対
象　

25
〜
45
歳

■
申
込
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

世
話
や
き
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
係

上
川
路
澄
江

☎
０
８
０-
３
９
４
４-

４
４
８
０

FAX
㉓
２
８
８
２

　

市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
会
議
は
、

地
域
の
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
、
研
修
会
に
参

加
し
て
知
識
を
深
め
た
り
す
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
を
行
う
団
体
で
す
。

　

平
成
17
年
２
月
に
発
足
し
、
現

在
10
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運

動
の
推
進
を
主
と
し
、
チ
ラ
シ
や

の
ぼ
り
旗
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン

グ
な
ど
の
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
関
連

グ
ッ
ズ
の
作
成
・
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
手
で
環
境
に

や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
会
議
事
務
局

（
環
境
政
策
課
環
境
政
策
係
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

　

平
成
27
年
度
の
指
宿
市
奨
学
資

金
お
よ
び
大
重
・
岩
崎
奨
学
資
金

の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

と
も
に
若
干
名

■
奨
学
生
の
資
格

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
本
市
に
住
ん
で
い
る
人
の
子
弟

②
次
の
学
校
に
進
学
予
定
、
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
人

 

・
高
等
学
校
、
専
修
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校

な
ど

③
学
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
人

④
学
業
、
素
行
が
優
秀
で
身
体
が

丈
夫
な
人

■
貸
付
額
（
月
額
）

○
高
等
学
校
な
ど　

２
万
円
以
内

○
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、

高
等
専
門
学
校
な
ど　

５
万
円

以
内

■
貸
付
期
間　

正
規
在
学
期
間

■
申
込
方
法　

教
育
総
務
課
教
育

総
務
係
に
設
置
し
て
あ
る
「
奨

学
資
金
申
込
書
」
と
「
奨
学
生

推
薦
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

平
成
27
年
２
月

20
日（
金
）必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

■
日
時　

12
月
13
日（
土
）10
時
〜

12
時

■
場
所　

山
川
高
校
園
芸
実
習
室

■
講
師　

山
川
高
校
職
員

■
参
加
料　

３
０
０
０
円

■
定
員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

■
準
備
す
る
も
の　

軍
手
、
タ
オ

ル
、
金
づ
ち

※
作
業
の
で
き
る
格
好
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

箱
庭
の
木
枠
は
準
備

し
ま
す
が
、
市
販
の
平
鉢
10
号

を
持
参
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
様
式
不
問
）
に
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、「
松
竹
梅
づ

く
り
参
加
希
望
」
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

11
月
25
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
１

－
０
５
１
６

　

指
宿
市
山
川
成
川
３
４
２
３

　

山
川
高
校
事
務
室

　

☎
34
０
１
４
１

　

FAX
34
０
１
４
２

松
竹
梅
の

箱
庭
づ
く
り
講
座

募
集

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
県
が
行
う
「
世
話
や
き
キ

ュ
ー
ピ
ッ
ド
」
事
業
の
一
環
と
し

て
、
独
身
男
女
の
出
会
い
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
「
結
い
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
素
敵
な
出
会
い
を
見

つ
け
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
16
日（
日
）13
時
〜

（
受
付
12
時
30
分
）

■
場
所　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
か
ご

し
ま

■
参
加
料　

１
５
０
０
円
（
入
場

料
を
含
む
）

「
結
い
の
集
い
」
の

参
加
者

■日時　12月６日（土）13：00～17：00
■集合　南さつま農協本所駐車場
■内容　茶園や摘採機（茶摘み機）、工場の見
学、日本茶インストラクターによるおいし
いお茶の入れ方教室
■対象　南薩管内ＡＬＴ（外国語指導助手）、
外国籍の人　など
■参加料　無料
■定員　15人程度
■申込方法　電話で申し込んでください。
■申込締切日　11月21日（金）
申し込み・問い合わせ先
南薩地区茶業振興会事務局（南薩地域振興
局農政普及課内）☎0993-52-1342

エ
コ
ラ
イ
フ

推
進
会
議
の
会
員

市
の
奨
学
生

Green Tea Workshop For Foreigners
外国人消費者のための

おいしい緑茶の入れ方講座

労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
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Information情報掲示板

■
狩
猟
期
間

○
狩
猟
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
以
外
）

11
月
15
日（
土
）〜
平
成
27
年
２

月
15
日（
日
）

○
イ
ノ
シ
シ　

　

11
月
15
日（
土
）〜
平
成
27
年
３

月
15
日（
日
）

※
銃
猟
は
日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で
。

■
狩
猟
期
間
中
の
注
意
事
項

○
山
林
内
で
の
仕
事
や
農
作
業
、

観
光
な
ど
で
野
山
に
入
る
場
合

は
、
目
立
つ
服
装
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
狩
猟
者
が
周
囲
に
い
る
場
合
は
、

　

声
を
掛
け
、
事
前
に
居
場
所
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
住
居
が
集
合
し
て
い
る
地
域
な

ど
人
や
飼
養
動
物
に
弾
丸
が
到

達
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
で
の

銃
猟
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
万
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

　

速
や
か
に
指
宿
警
察
署
（
☎
㉒

２
１
１
０
）
ま
た
は
耕
地
林
務

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係
（
い

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

鹿
児
島
会
場

■
日
時　

11
月
18
日（
火
）10
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

山
形
屋
１
号
館
７
階

　

１
号
社
交
室

指
宿
会
場

■
日
時　

11
月
22
日（
土
）９
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

■
相
談
内
容

○
土
地
建
物
の
売
買
や
譲
渡
、
交

通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
、
金

銭
の
貸
借
、
土
地
の
境
界
な
ど

の
悩
み
事

○
婚
姻
、
離
婚
、
夫
婦
・
親
子
関

係
、
扶
養
、
相
続
な
ど
に
関
す

　

る
家
族・親
族
間
の
も
め
事
な
ど

※
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
相
談
員　

裁
判
所
の
民
事
調
停

委
員
・
家
事
調
停
委
員

※
受
付
は
当
日
会
場
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
鹿
児
島
会
場

鹿
児
島
調
停
協
会
連
合
会

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
２
１

○
指
宿
会
場

指
宿
調
停
協
会

☎
㉒
２
９
０
２

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年

11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月

間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の

啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
、

「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な

い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
。」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄

の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発

見
し
た
ら
、
最
寄
り
の
地
域
振
興

局
（
支
庁
）
保
健
福
祉
環
境
部
ま

た
は
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

　

策
課

　

☎
０
９
９-

２
８
６-

３
８
１
０

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
か
ら

選
ば
れ
た
６
人
の
裁
判
員
と
３
人

の
裁
判
官
が
、
と
も
に
刑
事
裁
判

に
立
会
い
、
被
告
人
の
有
罪
、
無

　

青
少
年
は
、
社
会
の
か
け
が
え

の
な
い
一
員
で
、
未
来
へ
の
希
望

を
託
す
地
域
社
会
の
宝
で
す
。

　

次
代
の
指
宿
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
自
立
の
精
神
や
豊
か
な
感

性
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
持
っ
た
人
間
に
成
長
す
る
こ

と
は
、
市
民
全
員
の
願
い
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
が
一

体
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で

育
て
る
」
と
い
う
共
通
認
識
を
持

ち
、
地
域
社
会
に
お
け
る
大
人
の

役
割
を
再
確
認
し
、
子
ど
も
と
真

正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

子
ど
も
の
問
題
は
、
大
人
の
問

題
で
す
。
み
ん
な
で
青
少
年
を
健

全
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
期
間　

11
月
１
日（
土
）〜
30
日    

　
（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
な
ど

へ
の
燃
え
広
が
り
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

消
防
法
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
消
防
署　

　

☎
㉒
５
１
１
１

○
山
川
・
開
聞
分
遣
所

　

☎
34
０
１
１
９

そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ
先

○
火
災
・
救
急
・
救
助

　

☎
１
１
９

○
当
番
医
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

☎
㉒
６
８
６
８

　

11
月
９
日（
日
）か
ら
15
日（
土
）

ま
で
、「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消

す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
今
年
す
で
に
20
件

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
９

月
29
日
現
在
）。

　

初
日
の
９
日
の
７
時
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
こ
の
日
以
外

に
も
訓
練
な
ど
で
鳴
ら
す
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
つ

い
て
考
え
、
わ
が
家
の
防
火
対
策

を
確
認
し
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

　

住
宅
防
火
に
は
、
習
慣
と
対
策

の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

不
法
投
棄
防
止

強
化
月
間

裁
判
員
・
検
察
審
査
員
の

候
補
者
選
出

狩
猟
の
解
禁
期
間

調
停
に
関
す
る

無
料
相
談
会

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

住
宅
用
火
災
警
報
器

両
会
場
共
通

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
」

罪
、
有
罪
の
場
合
の
量
刑
の
判
断

を
す
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
検
察
審
査
会
と
は
、
検

察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か

っ
た
（
不
起
訴
処
分
）
こ
と
に
つ

い
て
、
国
民
の
代
表
と
し
て
審
査

員
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
も
の

で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
候

補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
県
民

の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
。

選
定
さ
れ
た
候
補
者
に
は
、
11
月

中
旬
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ

の
記
載
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は「
検

察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ

の
制
度
で
す
。
ぜ
ひ
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
先

○
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁

　

判
員
係

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

○
検
察
審
査
会
に
つ
い
て

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

豊
か
な
老
後
の
た
め
に

豊
か
な
老
後
の
た
め
に

農
業
者
年
金
に

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老

後
生
活
の
安
定
と
福
祉
向
上
を
図

る
年
金
で
す
。

　

加
入
者
自
ら
が
納
め
た
保
険
料

と
運
用
実
績
に
よ
り
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方

式
（
確
定
拠
出
型
）」で
、
財
政
的

に
も
少
子
高
齢
化
時
代
に
適
し
た

年
金
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
権
利
名
義
を
持

た
な
い
農
業
後
継
者
や
配
偶
者
、

施
設
型
農
業
経
営
者
も
加
入
で
き

ま
す
。

■
加
入
条
件　

農
業
に
年
間
60
日

以
上
従
事
す
る
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
の
人

※
国
民
年
金
の
免
除
者
や
国
民
年

金
基
金
（
み
ど
り
年
金
）
の
加

入
者
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
保
険
料　

月
額
２
万
円
（
千
円

刻
み
で
最
高
６
万
７
千
円
ま
で

増
額
可
）

※
国
民
年
金
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
の
強
制
適
用
と
な

る
た
め
、
別
途
手
続
き
が
必
要

で
す
。

■
給
付　

原
則
、
65
歳
か
ら
終
身

（
生
涯
）
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
年
金
は
80
歳

ま
で
保
証
さ
れ
る
た
め
、
仮
に

80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
年
金
額
に
相
当

す
る
金
額
が
「
死
亡
一
時
金
」

と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
脱
退
し
た
場
合
、
脱
退
一
時
金

は
な
く
、
将
来
全
て
年
金
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

○
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会

保
険
料
控
除
と
な
り
ま
す
。

○
運
用
コ
ス
ト
が
無
く
、
運
用
益

は
非
課
税
で
す
。

○
受
け
取
っ
た
年
金
は
、
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
で
65
歳
以
上

の
人
で
あ
れ
ば
公
的
年
金
な
ど

の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

は
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
や

そ
の
人
と
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

だ
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
の
要
件

を
満
た
す
人
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
は
２
万
円
に

固
定
さ
れ
、
加
入
者
負
担
は
２
万

円
か
ら
補
助
額
を
差
し
引
い
た
金

額
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
20
年
以

上
納
付
期
間
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

や
農
業
所
得
が
９
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
な
ど
加
入
要
件
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
振
興
係
（
い
ぶ
す

き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
３
）

　
政
策
支
援
制
度

「
郷ふ

る
さ
と土

に
学
び
・
育
む

青
少
年
運
動
」

強
調
月
間
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ま
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
秋
が
あ

り
ま
す
が
、
私
は
や
っ
ぱ
り
、
食

欲
の
秋
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　

（
63
歳　

位
茶
姫
）

　
　
　

晩
が
だ
い
ぶ
冷
え
る
よ
う

　
　
　

に
な
り
、
日
中
は
過
ご
し

や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
見
る

も
の
聞
く
も
の
が
す
っ
か
り
秋
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
秋
を
堪
能
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　

報
紙
10
月
号
６
ペ
ー
ジ
の

　
　
　

「
人
権
シ
リ
ー
ズ
」
の
記

事
中
「
毅
然
」
の
振
り
仮
名
が
「
ギ

ゼ
ン
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
キ

ゼ
ン
」
の
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
市
民
体
育
祭
プ
ロ

グ
ラ
ム
中
の
市
民
歌
３
番
「
陽
は

降
（
お
）
り
注
ぐ
」
は
「
降
（
ふ
）

り
注
ぐ
」
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

（
67
歳　

武
チ
ャ
ン
マ
ン
）

　
　
　

指
摘
の
と
お
り
、
振
り
仮

　
　
　

名
は
「
キ
ゼ
ン
」
の
誤
り

で
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
歌
に
つ
い
て

は
「
降
（
お
）
り
注
ぐ
」
が
正
し

い
よ
う
で
す
。
市
民
歌
の
歌
詞
は
、

公
募
し
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
作
詞
者
で
あ

る
南
英
市
氏
の
意
思
を
尊
重
し
、

こ
の
歌
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

く
か
ら
で
も
、
美
し
く
勇

　
　
　

ま
し
い
丸
に
十
の
字
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
17
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
で
、
昔
を
思
い
出

し
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

ェ
リ
ー
な
ん
き
ゅ
う
に
ガ

　
　
　

イ
ド
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

で
き
た
と
聞
き
ま
し
た
。
と
て
も

よ
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。
大
隅

半
島
と
も
っ
と
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
44
歳　

ト
ー
マ
ス
）

　
　
　

月
か
ら
週
４
便
で
山
川
・

　
　
　

南
大
隅
の
歴
史
や
地
形
な

ど
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
を
行
う
予
定

で
す
。
一
味
違
っ
た
船
旅
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
　
　

端
に
は
真
っ
赤
な
彼
岸
花

　
　
　

が
咲
い
て
い
ま
す
。
夕
方

か
ら
は
鈴
虫
た
ち
の
演
奏
会
も
始

　
　
　

に
十
の
字
見
ま
し
た
。
懐

　
　
　

か
し
く
感
動
的
で
し
た
。

息
子
も
「
薩
摩
剣
士
隼
人
だ
！
」

と
大
喜
び
で
し
た
。

　
　
　
　

（
30
歳　

ち
ゃ
い
太
）

　
　
　

宿
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
、

　
　
　

魚
見
岳
に
丸
に
十
の
字
の

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
17
年
ぶ
り
に
見

事
復
活
さ
れ
ま
し
た
。
毎
晩
楽
し

み
に
眺
め
て
お
り
ま
す
。
短
歌
を

詠
ん
で
み
ま
し
た
。

○
魚
見
岳
の　

岩
切
り
ぎ
し
に　

　

彫
ら
れ
た
る　

丸
に
十
の
字
を

読
め
て
高
ぶ
る

○
彫
ら
れ
石　

岩
を
な
ぞ
り
て　

ネ
オ
ン
サ
イ
ン　

丸
に
十
の
字

を
闇
夜
に
浮
か
す

　
　
　
　
　
　

（
77
歳　

女
性
）

　
　
　

の
駅
い
ぶ
す
き
彩さ

か

な
花
菜
館

　
　
　

か
ら
見
え
る
岩
の
切
れ
目

が
、
ま
る
で
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
よ
う

な
形
に
見
え
ま
す
。

　
　
　
　

（
29
歳　

う
っ
き
ー
）

　
　
　

か
に
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
の
形
に

　
　
　

見
え
ま
す
ね
。
彩
花
菜
館

か
ら
指
宿
商
業
高
校
を
向
く
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

宿
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　

に
通
う
中
学
生
４
人
が
、

黒
帯
に
合
格
し
ま
し
た
。
部
活
が

終
わ
っ
た
後
、
西
指
宿
中
で
週
２

回
約
２
時
間
の
練
習
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。
他
の
部
活
を
行
い

な
が
ら
柔
道
に
励
み
黒
帯
に
合
格

し
た
こ
と
は
、
他
の
子
ど
も
た
ち

の
目
標
に
な
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
将
来
、
柔
道
で
学
ん
だ
こ
と

を
社
会
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
高
校
受
験
も
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

（
72
歳　

赤
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

帯
合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ

　
　
　

い
ま
す
。
少
年
団
の
練
習

だ
け
で
合
格
す
る
こ
と
は
、
と
て

も
珍
し
い
こ
と
の
よ
う
で
す
。
継

続
し
て
努
力
し
て
き
た
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。
高
校
受
験
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

道

広

指

フ道

丸指

黒帯に合格した４人

遠11

確

朝ご

黒

ヒョウタンに見える岩の切れ目

魚見岳に輝く丸に十の字

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

東宝特撮全怪獣図鑑
小学館

図書館からのお知らせ
予約方法の追加について
　検索機やインターネットからシリーズもの
（上下巻や複数巻あるもの）に優先順位をつ
けて予約をすることができるようになりまし
た。予約の際、シリーズの巻数どおりに借り
たい場合に利用できます。予約をする時に順
番予約のボタンを押して予約を行ってくださ
い。それ以外の場合は、予約ボタンを押して
予約を行ってください。不明な点は図書館へ
問い合わせてください。
スマートフォン用の検索ページについて
　スマートフォン用の検索ページができました。
URLは次のとおりです。
https://www.ibusuki-lib.jp/WebOpac/mobile/
index.do
読書週間の取り組みについて
　11月９日（日）までの読書週間に次の取り組
みを行っています。お近くの図書館を利用し
てください。
○職員おすすめ本の紹介（コーナー展示を行
っています）
○ブックリストの配布
○しおりプレゼント（数に限りがあります）

今 月 の お す す め

どん！
西村敏雄（作・絵）
金の星社

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/WebOpac/mobile/
index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　1959年生まれのゴジラは今年、60歳を迎える。この60年間
に製作された作品に登場する、現実世界には登場しない怪
獣・宇宙人・ロボットを、写真や特徴などとともに紹介。映画ポ
スターや作品データも掲載された懐かしの１冊。

【内容】
　たいこのどんとちゃんは、どこかへおでかけ。「こんにちは～
ど～ん！」道で出会った友達に、たいこをたたいてごあいさつ。
どんなピンチも、どん！どん！どんまい！ど～んと笑えるユーモア
絵本です。

休館日
えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

ふれあい映画会（山川図書館） …………14：00～14：40
よるのおはなし会（指宿図書館） ………19：30～20：00
演じ手：花いちもんめの皆さん

おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：フルーツバスケットの皆さん

Let's play with An-G（指宿図書館） 13：30～14：00
鹿児島の方言をたのしむ会（指宿図書館） 13：30～15：00
ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

大人のための映画会（山川図書館） ……14：00～16：00
第3回図書館講座（山川図書館） ………18：30～20：00
IBUDOKU いぶすき読書会（指宿図書館）…18：30～20：00

月曜
火曜

16日

８日

18日
16日

14日

22日

23日
29日
30日

11月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

献本 西村実花さん
次の方々から献本がありました。

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
107

人
身
取
引

　

人
身
取
引
と
は
、
犯
罪
組
織
な

ど
に
よ
っ
て
、
暴
力
や
脅
迫
、
誘

拐
、
詐
欺
な
ど
の
手
段
で
場
所
や

国
を
移
動
さ
せ
ら
れ
る
な
ど
し
て
、

売
春
、
臓
器
の
摘
出
、
強
制
的
な

労
働
な
ど
を
強
要
さ
れ
る
国
際
的

な
犯
罪
で
あ
り
、
重
大
な
人
権
侵

害
で
す
。
被
害
者
の
多
く
は
社
会

的
・
経
済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る

女
性
や
子
ど
も
で
す
。

　

わ
が
国
は
、
人
身
取
引
の
被
害

者
の
受
け
入
れ
国
の
一
つ
と
し
て

国
際
社
会
か
ら
厳
し
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ

が
売
春
で
す
。
私
た
ち
国
民
の
人

身
取
引
へ
の
関
心
の
低
さ
が
売
春

な
ど
の
犯
罪
を
容
易
に
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
身
取
引
の
被
害
者
の
多
く
は
、

逃
げ
る
気
力
を
失
っ
て
い
た
り
、

家
族
に
危
害
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ

て
助
け
を
求
め
る
こ
と
を
た
め
ら

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
に
被
害
者
が
い
た

ら
最
寄
り
の
警
察
署
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
市
民
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）
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生まれてきてくれて、あ
りがとう。

新留　叶
かな た

大ちゃん
わんぱくでもいい、た
くましく育ってほしい元気に大きくなってね

大きくなって、いろい
ろな場所に行こうね!!

元気いっぱいの仲良し
兄弟になあれ!!

新小田 士
し き

輝ちゃん鐘撞　亘
わたる

ちゃん

中村　蒼
そう ま

馬ちゃん峰山　敦
あつひろ

光ちゃん

～子どもはまちの宝です～

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

紬ちゃん♡すくすく元
気に育ってね☆

のびのび育って、心温か
い子になってね♡

白澤　紬
つむぎ

ちゃん 前床　南
みなと

斗ちゃん
【福岡県久留米市】 【南迫田】

指
宿
地
域

中
俣　

勇い
ぶ
き吹　

道
下
上　

栄　

太

リ
ツ
子

西
之
原
初い
ち
か楓　

大
園
原　
　

健　
み
ず
き

帖
佐　

芽め

い依　

外
城
市　

貴　

士

里　

依

西
元　

佐さ

な菜　

高
野
原　

隆　

行

菜
穂
子

新
小
田
士し

き輝
※　

大
牟
礼
西　

茂　

雄

奈
津
子

新
留　

叶か
な
た大

※　

潟　

口　
　

和　
加　

奈

肥
後　

裕ゆ

ま舞　

湊　

中　

裕
次
郎

　

恵　

内
村　

莉り

ま万　

迫　

北　

忠　

寛

麻
依
子

ロ
ペ
ス　

ヨ
シ
ド
メ　
ユ
ウ
ス
ケ　

迫　

北　

イ
ル
マ

鐘
撞　
　

亘わ
た
る※　

迫　

北　
　

至　
美
由
紀

吉
留　

亞あ

こ子　
摺
ヶ
浜
南　

大　

喜

紘　

子

大
浦　

愛め

お織　

片
野
田　
　

龍　
美　

幸

和
田　

誠せ
い
ご悟　

向　

吉　
　

悟　
理　

沙

中
村　

蒼そ
う
ま馬

※　

下　

里　

真　

悟

楠　

枝

日
髙　

夏な
つ
き樹　

池　

崎　

大　

輔

智　

子

山
川
地
域

谷
口　

隼は
ゆ
ま真　

下　

原　

優　

介

可
奈
恵

田
之
畑
蘭ら
ん
こ子　

市
山
下　

文　

哉

仁　

美

開
聞
地
域

東　
　

茉ま
の
ん望　

松
原
田　

信　

也

　

愛　

松
山　
　

杏あ
ん
な　

川
尻
中　

健　

作

瑞　

希

市
外

大
薗　

市い
ち
や弥　
南
九
州
市　

俊　

平

奈　

央

峰
山　

敦あ
つ
ひ
ろ光

※　

大
島
郡

喜
界
町　

恵
喜
光

真
里
恵

髙　

峯　

シ
ヅ
子　

75　

岩
本
中

髙　

下　

シ　

ヲ　

92　
　

宮　

新
小
田　

ミ
チ
エ　

86　

中
小
路

山
川
地
域

坂　

元　

ツ　

ル　

93　

今　

村

山　

﨑　
　
　

強　

81　

井
手
上

前　
　
　

重　

光　

80　

前
薗
下

岩　

下　

德　

則　

83　

野　

道

南　

迫　

常　

雄　

74　

市
山
上

永　

吉　

シ
ツ
ミ　

97　

谷
村
下

豊　

國　
　
　

匡　

77　
町
１
区
東

河　

野　

キ
サ
子　

81　

後
馬
場

南　
　
　

サ
ツ
キ　

91　

野　

元

藏　

薗　

ナ
ミ
エ　

93　

前
薗
上

鶴　

窪　

和　

子　

83　
町
４
区
東

山　

中　

ヒ
デ
子　

77　

森
松
東

内　

薗　

ナ
ツ
エ　

79　
　

春　

岩　

﨑　

利　

哉　

57　

前
原
下

石　

井　

德　

子　

90　

徳　

光

新　

村　

フ
ジ
ミ　

89　
東（
福
元
）

仲　

田　

君　

子　

92　

小
川
西

畠　

中　

フ
チ
エ　

99　
　

鰻　

開
聞
地
域

中　

村　

イ　

ネ　

85　

入　

野

松　

下　

良　

文　

72　

松
原
田

西
牟
田　

フ
ジ
子　

91　

川
尻
中

上　

苙　

哲　

郎　

79　

玉　

井

中　

村　

常　

男　

84　

入　

野

宮　

原　

フ
ク
エ　

77　

松　

原

福　

吉　

ハ
ル
ミ　

87　

西
開
聞

中　

川　

カ
ツ
子　

89　

蛭　

子

中　

拂　

茂　

隆　

65　

荒　

田

阿　

萬　

孝　

三　

86　

松
原
田

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

篤
　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
申

し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

９
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

指
宿
地
域

元　

野　

フ
ヂ
エ　

87　
細
田
東
前

永　

吉　
　
　

勉　

83　

迫　

南

前
之
園　

ト
シ
子　

87　
大
牟
礼
中

小　

村　

ヱ　

ミ　

92　

玉　

利

木　

下　

ス　

マ　

87　

柳　

田

野　

間　

ヨ
シ
ヱ　

99　

迫　

北

篠　

崎　

悦　

子　

84　

大
園
原

上
玉
利　
　
　

傳　

80　

北
十
町

東
中
川　

ゆ
う
子　

58　

中　

川

今　

川　

次　

雄　

90　

永　

吉

河　

内　

幸　

夫　

65　

潟　

山

德　

留　

ミ
サ
エ　

87　
大
牟
礼
中

髙　

田　
　
　

昇　

61　

二
月
田

上
敷
領　
　
　

海　

73　
弥
次
ヶ
湯

上
髙
原　

重　

雄　

90　
大
牟
礼
東

田
之
上　

政　

直　

91　

上　

西

吉　

﨑　

フ　

ヂ　

94　

道　

上

上
久
保　

勝
袈
裟　

99　

永　

吉

中　

村　
　
　

孝　

96　

柳　

田

上　

野　

ト　

シ　

84　

湊　

上

前　

園　

冨　

吉　

93　

道
下
東

下
温
湯　
カ
子
キ
ク　

90　

温　

湯

湯
通
堂　

須
美
子　

84　
摺
ヶ
浜
南

上
川
床　

重　

隆　

83　

垂　

門

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

　
地
域
に
生
か
そ
う
『
み
ん
な
の
力
』

　
　
　
　
〜
自
治
会
・
公
民
館
へ
の
参
画
〜

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
第
38
回 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

  

山
川
福
祉
交
流
会

『
ふ
り
カ
エ
ル
・
か
ん
ガ
エ
ル
』

　
　

自
治
会
・
公
民
館
に
女
性
役
員
が
増
え
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

　

治
会
の
ル
ー
ル
を
見
直
す
な
ど
工
夫
し
、
地
域
に
い
る
多
様
な
人
々
が

　

参
画
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

11
月
の
広
報
ご
よ
み

日

行　

事　

な　

ど

1
土
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

開
聞
地
域
文
化
祭（
〜
２
日
）

2
日
指
商
デ
パ
ー
ト

マ
イ
エ
ン
ザ
販
売
日

3
月　

文
化
の
日

子
育
て
講
演
会

4
火

5
水
心
の
健
康
相
談

6
木

7
金
学
校
給
食
の
試
食
会

8
土
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

山
川
地
域
文
化
祭（
〜
９
日
）

9
日
秋
の
開
聞
岳
登
山
研
修
会

10
月

11
火
戦
没
者・市
民
戦
災
死
亡
者
の
追
悼
式

粗
大
ご
み
収
集（
福
元・町・大
山・利
永
区
）

12
水

13
木
年
末
調
整
説
明
会

14
金
男
の一
人
前
☆
栄
養
塾

15
土
指
宿
地
域
文
化
祭（
〜
16
日
）

ニュー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会（
山
川
中
学
校
）

16
日

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

み
ん
な
で
ツ
ナ
ガ
ル
南
薩
フ
ェ
ス
タ

い
ぶ
す
き
マ
ル
シ
ェ

市
駅
伝
競
走
大
会

普
通
救
命
講
習（
指
宿
地
域
）

結
い
の
集
い

鰻・西
郷
ど
ん
の
道
ツ
ア
ー

17
月

18
火
粗
大
ご
み
収
集（
成
川
・
小
川
・
岡
児
ケ
水
・
浜
児
ケ
水
区
）

調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会（
鹿
児
島
会
場
）

19
水
マ
イ
エ
ン
ザ
販
売
日

20
木
県
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
の
巡
回
相
談

21
金

22
土
調
停
に
関
す
る
無
料
相
談
会（
指
宿
会
場
）

指
宿
養
護
学
校
学
習
発
表
会

23
日　

勤
労
感
謝
の
日

大
人
の
た
め
の
映
画
会

24
月　

振
替
休
日

い
い
節
の
日
イ
ベ
ン
ト

25
火
粗
大
ご
み
収
集（
鰻
・
尾
下
区
）

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

26
水

27
木

28
金
男
の一
人
前
☆
栄
養
塾

い
わ
さ
き
白
露
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
〜
30
日
）

29
土
第
３
回
図
書
館
講
座

学
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

30
日
普
通
救
命
講
習（
山
川・開
聞
地
域
）

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 

い
ぶ
す
き
読
書
会

曜

応募・問い合わせ先　市長公室広報統計係　☎㉒2111（内線123）
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成 人式ご予約は
お早めに！

着物一式（小物含む）レンタル無料！
着付・ヘアメイク無料！
七五三・七 草祝

撮影予約
受付中

ご
家
族
や

お
友
達
同
士
の

グ
ル
ー
プ
の
写
真
も

承
り
ま
す
。

▲ お出かけの際には別途料金がかかります。

今
年
度
の

七
五
三
・
七
草

対
象
年
齢

対象児

七歳
五歳
三歳

平成20年生まれ（女児） 平成19年生まれ（女児）

平成22年生まれ（男児） 平成21年生まれ（男児）

平成24年生まれ 平成23年生まれ

七草 平成21年生まれの男女（数え年で7歳を迎える男女）

数え年 満年齢 七五三・七草着物
男児用・女児用

多数取り揃えております。
お気軽にご相談ください。

分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿歯科医師会　中村 章

Doctor

かみ合わせが大切

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
１
つ
の
要
素

と
し
て
も
非
常
に
重
要
な
も
の
な
の

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
力
仕
事
の
時
な

ど
、
く
い
し
ば
る
こ
と
で
パ
ワ
ー
が

出
る
の
も
そ
の
１
つ
で
す
。

　

通
常
食
事
を
す
る
時
の
か
む
力
は
、

一
般
的
に
男
性
約
60
㎏
、
女
性
で
約

40
㎏
で
す
。
だ
い
た
い
自
分
の
体
重

と
同
じ
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
ち
な
み
に
総
義
歯
で
は
そ
の
３
分

の
１
程
度
）。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
に
な
っ
た
歯
で

は
物
を
う
ま
く
か
め
な
く
な
り
、
そ

こ
を
避
け
よ
う
と
し
て
無
理
な
か
み

合
わ
せ
で
物
を
か
む
と
、
健
康
な
他

の
歯
ま
で
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
っ
か
り
か
め
る
よ
う
に
、
む
し

歯
や
歯
周
病
は
き
ち
ん
と
治
療
し
、

欠
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
歯
（
ブ

リ
ッ
ジ
冠
・
義
歯
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）

を
補
っ
て
上
下
の
か
み
合
わ
せ
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
歯
並

び
が
悪
け
れ
ば
、
歯
列
矯
正
や
か
ぶ

せ
物
に
よ
っ
て
か
み
合
わ
せ
を
改
善

す
る
こ
と
で
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が

し
や
す
く
な
り
、
む
し
歯
や
歯
周
病

に
も
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
悪
い
生
活
習
慣
（
う
つ

ぶ
せ
や
頰
づ
え
な
ど
）
に
よ
っ
て
も
、

筋
肉
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
歯
並
び

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
歯

と
口
の
健
康
が
と
て
も
大
切
で
す
。そ

の
１
つ
と
し
て
、
歯
の
良
好
な
か
み

合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。

　

上
下
の
歯
が
し
っ
か
り
と
か
み
合

う
こ
と
に
よ
り
食
べ
物
を
よ
く
か
む

こ
と
が
で
き
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
で
栄
養
を
十
分
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
歯
も
長

持
ち
し
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
く
か
む
こ
と
で
顎
の
発

育
や
脳
へ
の
血
流
、
身
体
の
状
態
ま

で
良
く
な
り
、
集
中
力
も
ア
ッ
プ
し

て
き
ま
す
。

　

他
に
も
頭
痛
や
肩
こ
り
、
背
骨
、

腰
な
ど
全
身
の
ゆ
が
み
に
も
密
接
に

関
係
し
て
お
り
、
か
み
合
わ
せ
は
全

や
か
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
っ
て
し
ま

う
事
が
あ
り
ま
す
。

　

口こ
う
く
う腔

内
だ
け
で
な
く
全
身
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
え
て
、
治
療
や
予
防
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

先
日
の
あ
る
記
事
に
、
シ
ニ
ア
層

の
「
健
康
」
の
後
悔
の
ト
ッ
プ
３
は
、

第
１
位　

歯
の
定
期
健
診
を
受
け
れ

　

ば
よ
か
っ
た

第
２
位　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
体
を
鍛

　

え
れ
ば
よ
か
っ
た

第
３
位　
日
頃
か
ら
歩
け
ば
よ
か
っ
た

と
あ
り
ま
し
た
。
第
１
位
の
内
容
は
、

健
康
な
歯
を
失
っ
た
人
に
と
っ
て
は

切
実
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
歯
を
失
っ
て
か
ら
初
め
て
歯
の
大

切
さ
に
気
付
く
と
い
う
人
が
非
常
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
仕
事
や
子
育
て

な
ど
の
忙
し
さ
で
通
院
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
や
日
本
人
男
性
の
平
均
寿
命
も

80
歳
を
超
え
ま
し
た
。
８
０
２
０
達

成
者
（
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
有

し
て
い
る
人
）
も
38
％
と
な
り
、
３

人
に
１
人
以
上
と
な
り
ま
し
た
。
若

い
う
ち
か
ら
歯
や
口
腔
に
対
す
る
価

値
観
を
高
め
、
健
口
寿
命
を
延
ば
し
、

そ
し
て
お
い
し
い
も
の
を
お
い
し
く

食
べ
な
が
ら
健
康
を
維
持
し
、
一
生

楽
し
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
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